
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

犬山のまちづくり 
「市民活動」と「地域活動」を考える  
ワークショップ 

「持続可能なまち」や「20 年後の市民活動、地域活動」を想像し、それらを踏まえた支援のしくみを

考え、市民活動支援条例の磨き直しについて 4 回のワークショップを重ねてきました。そこで出た意見を

踏まえ、市では審議会を開催し、条例の見直しに関する議論を進めています。そして、令和４年２月

１１日（金・祝）に 11 名の参加者を迎え、現在の検討状況をフィードバックする特別編のワークショ

ップを行いました。 

 前回のワークショップから約５ヶ月が経ち、まずはその内容を思い出しながら、自分達の出した意見の

反映状況や検討されている条文などについて、「言葉の言い回しが難しい。全体的に口語に近いわかり

やすい表現にしてほしい」、「地域活動団体をどこまで位置付けるか」、「共感の支援には伴走が必要」

などの議論が交わされました。 

 条例の名称(愛称)を考えるワークでは、「みんな・創る・育てる・つながる」などのキーワードを全体で共

有し、更なる市民参加の機会として、有意義な回となりました。 

令和４年２月 11 日（金・祝）オンライン（Zoom ミーティング） 

条例改正のフィードバック 
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 おしながき 

▲グループワークの前提として、前回までの振り返りと、条例見直し

の現在地を共有しました！ 

 

1 ２ はじめに 導入① 
あいさつ ＆ 趣旨説明 振り返りと検討状況の共有 

NEWS LETTER 

 

Vol.5 フィードバック SP 



３ グループごとにディスカッション 
条文の改正案について意見交換 

・登録が「しなければならない」から「することができる」に変わっているが、どういうことか。 

・それぞれの仕組みのつながりが読み取りづらい。パッと見ただけではわからない。 

・資金助成を受けられる団体をもっとわかりやすく載せたほうが良い。 

・市民活動団体登録とボランティア団体登録との関係性や住み分けがはっきりすると良い。 

・全体的に口語に近くいわかりやすい表現にしたほうが良い。 

・「公益的活動」「アウトリーチ」「責任」などの言葉の定義は何か。意味や範疇がよくわからない。 

・「コミュニティ」という表現は、コミュニティ推進協議会などの組織と、人のつながりを指すものがあり、混同し

てしまう。 

・「不特定、多数を対象」という表現もあるが、マイノリティの方向けの活動は対象とならないのか。 

B Group 

A Group 

・資金獲得の支援として、クラウドファンディングなど想定した「共感の支援」が書かれているが、まだまだ知ら

ない人も多い。しっかりと伴走支援を行う形にしてほしい。 

・これまでの議論で、クラウドファンディング以外にも、事業に共感を持ってくれる個人や企業に寄付を募るほ

うがスピード感も早くて良いという話もあり、そのような支援の仕組みを盛り込めると良い。 

・個人からの寄付については、地域活動団体は集めやすいが、市民活動団体は難しい現状がある。複数

団体でまとまって寄付を募れるような仕組みがある良い。 

・コミュニティ推進協議会が条例に位置付けられるのは良いことである。一方で、地域で活動している子ども

会や老人クラブ、協議体などが入っていないのが疑問である。 

・コーディネートの仕組みについて、協働プラザの項目に入っているが、地域に根差し、地域の事を本当に

考える人達の集まりで担ったほうが良い。 

講師（タケゾー）からのコメント 

●資金面の支援は、市の直接的な支援(助成金支出など)だけではない。クラウドファンディングや寄付、企業

の助成金を得るための後押しや伴走をする支援のかたちもある。そのあたりがこの改正文の表現だけでは、

伝わりづらいかも。逐条解説やパンフレットにもっと直接的に例示して説明した方が分かりやすいと思う。 

●市民活動団体とボランティア団体の二重登録問題は他市でも見られるが、実際に運用できていない場合もあ

り、団体や地域組織が必要に応じて「登録することができる」という登録を選べる形になるのは良いこと。

助成金を得るなどの目的があれば登録すれば良いし、そうでなければ登録する必要がない。実情と離れて、

市が団体を把握するためだけの制度とならないように気をつけてほしい。 

●各班で言葉の定義に関する議論が盛り上がっていた。公益的活動が「市民の不特定かつ多数の者の利益の増

進」という表現は、少数の人や弱者を見放すようで違和感があるなど。また、地域活動の定義で「当該地域

住民のためだけの活動」と限定できるのかも気になった。条例内での解釈を明らかにするための定義だが、

その一方で疎外する対象を生んだり、誤解を招いてしまうのはもったいないので、言葉の使い方は慎重に。 

●長期的なスパンで地域に根差しコーディネートしていくリーダーの存在は重要であり、実際今も地域で活動

しておられることと思う。それを束ねる機能が協働プラザにあるのは良いと思うが、協働プラザの職員など

行政側から恣意的に地域に職員が派遣されるという形は、今までの議論とニュアンスが違うのではないか。

コーディネーター自身はあくまで地域に根差した人がやるべきという話だった等のご意見があった。 

●基本方針には「独自性」という言葉もあり、地域で活躍する人を「地域コーディネーターに認定する制度」

を作れば良いのではないか。その人達の情報交換の場が協働プラザにあり、地域間連携や競い合いが生まれ

ていくような新しい仕組みを考えても良い。全てを協働プラザで一括してやろうとするのは困難であろうし

地域それぞれに個性的なコーディネート機能があり、それを協働プラザがつなげていく形が望ましい。 

全体共有 
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まとめ 
WSを振り返っての気づきなど 

犬山市役所 地域協働課（担当：島内・田原） 

TEL 0568－44－0349（直通） 

Mail 010410@city.inuyama.lg.jp 

 
 

(名称・愛称案) 

●みんなでまちづくり支援条例 

●あなたと創る！いぬやまの活動(つくるはこっちで) 

●みんなで創るいぬやま条例 

●市民が育てる犬山  ●つながり育てる犬山 

●犬かつ条例      ●犬かつ応援条例 

●やろまい犬山  ●みんなの活動＠いぬやま 

●おうえんします！あなたの活動＠いぬやま 

(その他意見) 

■「みんな」は入れたい。 ■「共感」という言葉を入れたい。 ■「育み」という言葉が良い。「つながり」を入れたい。 

発行 
＆ 

連絡先 

●条例の中にコミュニティ推進協議会の名前が入って嬉しい。 

●今回のように検討状況をフィードバックしてくれる機会があって、市民として参加する意義を感じられた。 

●条例というと難しいイメージがあったが、皆同じということが分かって安心した。 

●愛称決めのワークが良かった。 

●行政だけではなく、市民も含めて支援の主体が「みんな」ということが共有出来て良かった。 

●ワークショップを通じて、多くの人が犬山の事を思っていることがわかり、嬉しくなった。 

●条例の条文は難しいので、分かりやすい解読本があると良いと思う。            etc… 

５
④ 

条例の名称を考えよう！ ６
④ 

今回フィードバックする機会が設けられ、とても良かったと思います。

ワークショップを行っても、後は事務局におまかせくださいという形が

多い中、こうして検討状況も共有して、再度意見を聞くのはとても重要

なことです。さらに、今回参加者からもっとこうした方が良い、などの

意見も出てきており、期待以上の成果があったと感じています。 

この 5回のワークショップを通じて、「みんなで」「共感の支援」など

のフレーズがポイントだと感じました。自分が頑張るのも大事ですが、

頑張っている誰かを応援することも大事ですよね。もっともっとみんな

で応援し合っていけば良いと思います。そうして、お互いに応援し合う

文化が犬山に根付き、地域コーディネーター制度のような新しい仕組み

が生まれてくること期待しています。またお会いしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回頂いた意見を審議会に持ち帰り、条例改正を進

める中で、反映していきたいと思います。条例案が出来

あがった段階で、パブリックコメントを行いますので、ぜひ

ご意見等をお寄せください！ 

条例が完成したら、犬山で多様な活動が広がるよう、

「みんなで」活用していきましょう！ 

講師（タケゾー）からのコメント 

導入② / 条例の名称を考えるワーク 

７ 


